
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
導
入

　

市
は
経
営
改
善
の
方
向
と
運
営
規
模

の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
平
成
18
年
度

に
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
導
入
し
て
、

経
営
診
断
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

検
討
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
療
養
病

床
を
介
護
老
人
保
健
施
設
へ
転
換
し
て

い
く
と
い
う
方
向
と
、
管
理
体
制
の
見

直
し
・
強
化
を
図
る
た
め
、
経
営
責
任

を
明
確
に
す
る
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
適
用
へ
の
移
行
を
図
る
べ
き
だ
と
い

う
方
向
が
で
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
病
床
を
削
減
し
て
も
5
年

間
は
交
付
税
の
特
例
期
間
が
あ
り
運
営

が
持
続
で
き
ま
す
が
、
平
成
25
年
度
に

は
約
５
千
万
円
の
交
付
税
措
置
が
切
れ

る
た
め
大
き
な
赤
字
を
生
じ
、
厳
し
い

経
営
状
況
に
な
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
、

さ
ら
に
抜
本
的
な
構
造
改
革
が
必
要
で

あ
る
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
以
降
も
健
全
経
営
を
行

い
、
地
域
医
療
が
維
持
で
き
る
体
制
を

つ
く
る
た
め
、
再
度
経
営
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
を
導
入
し
、
本
年
6
月
末
に
結
果

報
告
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内

容
は
、
基
本
的
に
合
理
性
の
あ
る
経
営

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
①
経
営
の
効
率

化
、
②
経
営
形
態
の
見
直
し
、
③
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図
る
と
い
う
も
の

で
し
た
。

経
営
改
革
の
あ
り
方
を
問
う

　

市
は
本
年
度
、
西
城
市
民
病
院
の
経

営
健
全
化
を
図
る
と
と
も
に
、
今
後
の

運
営
と
経
営
改
革
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
な
ど
か
ら
幅
広
く
意
見

を
求
め
る
た
め
、
西
城
市
民
病
院
経
営

改
革
検
討
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
検
討
委
員
会
は
、
学
識
経
験
者

や
医
療
・
福
祉
関
係
者
、
公
募
に
よ
り

選
任
さ
れ
た
市
民
な
ど
11
人
で
構
成
し

て
い
ま
す
。

　

7
月
24
日
に
初
会
合
が
行
わ
れ
て
以

降
、
毎
月
1
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
、

経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
策
定
し
た
経

営
健
全
化
報
告
書
を
基
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
視
点
か
ら
検
討
を
重
ね
、
持
続
可

能
な
西
城
市
民
病
院
の
あ
る
べ
き
姿
を

探
っ
て
い
ま
す
。　

地
域
医
療
を
支
え
て
き
た
自
治
体
病
院
の
多
く
が
、

存
続
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
理
由
は
経
営
難
。

医
師
不
足
や
診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
な
ど
を
背
景
に
、

全
国
約
１
、
０
０
０
カ
所
の
自
治
体
病
院
の
う
ち
、

約
４
分
の
３
が
赤
字
経
営
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

「
他
の
医
療
機
関
が
な
く
、
そ
の
地
域
に
ど
う
し
て
も
必
要
」
と
、

地
域
住
民
の
熱
い
要
望
で
建
て
ら
れ
た
自
治
体
病
院
。

存
続
問
題
は
直
接
地
域
医
療
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
可
能
性
も
あ
り
、

抜
本
的
な
改
革
が
避
け
て
通
れ
な
い
状
況
で
す
。

今
月
は
西
城
市
民
病
院
の
現
状
と
課
題
を
検
証
し
、

今
後
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

過去の経営状況と今後の推計診療体制または外来患者数

一般会計繰入金の推移

経営改革検討委員会

（単位：千円）
（単位：千円）

特
集
２西

城
市
民
病
院
の

あ
り
方
を
考
え
る

特集２西城市民病院のあり方を考える

医
療
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化

　

近
年
、
高
齢
化
社
会
や
医
療
の
高
度

化
に
伴
い
、
医
療
財
政
が
ひ
っ
迫
し
た

た
め
、
国
は
医
療
費
適
正
化
事
業
を
総

合
的
に
推
進
す
る
な
ど
、
抜
本
的
な
医

療
制
度
改
革
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
西
城
市
民
病
院
の
経

営
状
況
は
、
平
成
7
年
度
か
ら
平
成
16

年
度
ま
で
の
10
年
間
は
各
年
度
で
黒
字

で
し
た
が
、
平
成
17
年
度
か
ら
単
年
度

赤
字
に
な
り
、
昨
年
度
ま
で
3
年
連
続

で
赤
字
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

赤
字
の
主
な
要
因
は
、
国
の
医
療
費

抑
制
政
策
に
よ
る
診
療
報
酬
の
大
幅
な

マ
イ
ナ
ス
改
定
や
介
護
保
険
制
度
の
減

額
改
定
、
過
疎
化
に
よ
る
医
療
圏
人
口

の
減
少
、
財
政
支
援
の
算
定
明
確
化
に

よ
る
一
般
会
計
繰
入
金
の
減
少
な
ど
が

上
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
師
不
足
と

看
護
師
不
足
で
、
人
員
基
準
を
満
た
す

こ
と
が
で
き
ず
、
稼
動
病
床
数
を
減
少

せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
収
支
の
バ
ラ

ン
ス
が
取
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

精
神
科
医
の
退
職
に
よ
り
、
本
年
度

か
ら
は
精
神
科
病
床
の
廃
止
と
、
医
療

療
養
病
床
を
介
護
老
人
保
健
施
設
へ
転

換
し
ま
し
た
。
病
床
数
も
１
４
４
床
か
ら

１
０
４
床
（
一
般
病
床
54
床
と
介
護
老
人

保
健
施
設
50
床
）
に
減
少
し
、
経
営
環
境

は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000

平成25年度（計画）105,000

平成25年度（計画）100,000

一
般
会
計
繰
入
金

交
付
税
算
入
額

平成10年度 260,929

平成15年度 202,136

平成19年度 159,291

平成10年度 190,552

平成15年度 159,253

平成19年度 145,582

0 500,000 1000,000 1500,000 2000,000

平成15年度　▲19,467

平成19年度　▲39,232

平成25年度（計画）　▲45,654

平成15年度　2,603

平成19年度　▲39,232

平成25年度（計画）　▲45,654

699,035

833,390

970,666

経
常
収
益

経
常
費
用

経
常
損
益

純
損
益

累
積
欠
損
金

平成15年度 1,737,321

平成19年度 1,486,085

平成25年度（計画） 1,326,743

平成25年度（計画） 1,372,397

平成19年度 1,525,317

平成15年度 1,756,788

平成15年度

平成19年度

平成25年度（計画）

項目
平成
10年度

平成
15年度

平成
19年度

病床数（床） 150 144 144

職員数（人） 122 147 119

年延入院患者数（人） 49,346 47,217 40,553

一日平均入院患者数（人） 135.0 129.0 110.8

病床利用率（%） 90.1 87.8 76.9

年延外来患者数（人） 66,157 63,518 50,889

一日平均外来患者数（人） 270.5 257.2 207.7
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特集２西城市民病院のあり方を考える

①地方公営企業法の一部適用（公設公営）

　現状の経営形態で管理責任者は市長
②地方公営企業法の全部適用（公設公営）

　事業管理者による経営責任の明確化 
③地方独立行政法人化

　規模の大きい自治体病院が複数ある場合に適用
④指定管理者制度（公設民営）

　既存の医療機関に指定管理者を引き受けてもらうもの

①現状の経営を現行の形態で継続（地方公営企業法の一部適用）

●人の確保を前提として、市財政からの繰り入れをもとに、公設公営の医療機関と施設を存続させる。
●「看護の街 庄原」をアピール・確立し、医師と看護師が集まる構造の構築が必要。
②現状形態のまま改革を行う（地方公営企業法の全部適用）

●満床で推移し、老人保健業績も好調であることを前提に、人件費削減、材料費、経費の削減を行う。
③公設民営を実施（指定管理者制度）

●近隣で一定規模以上の医療機関との連携による公設民営が前提で、最も想定されるのは庄原赤十字病院。
●看護師をはじめ地域に限られた医療従事者の有効な雇用配分や住民の安心という点でもメリットは大きい。

　

西
城
市
民
病
院
は
、
合
併
前
は
旧

西
城
町
で
一
般
会
計
か
ら
の
財
政
支

援
（
繰
入
金
）
を
毎
年
度
２
億
円
以

上
行
う
中
で
黒
字
決
算
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
合
併
後
は
、
国

の
医
療
費
削
減
方
針
に
基
づ
く
診
療

報
酬
の
大
幅
な
マ
イ
ナ
ス
改
定
や
医

師
・
看
護
師
不
足
、
そ
し
て
一
般
会

計
か
ら
の
財
政
支
援
の
明
確
化
な
ど

に
よ
っ
て
、
毎
年
度
、
約
４
千
～

５
千
万
円
の
経
常
損
失
を
生
じ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
何
も
改
革
を
し
な
い
と

す
る
な
ら
、
交
付
税
算
定
が
大
幅
に

減
少
す
る
平
成
25
年
度
か
ら
は
、
更

に
赤
字
が
膨
ら
み
、
そ
の
額
は
1
億

円
を
超
え
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
め
、
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
調
査
結
果
報
告
書
を
基
に
、
市

民
代
表
を
は
じ
め
と
す
る
11
人
の
委

員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
経
営
改
革
検

討
委
員
会
」
で
、
経
営
形
態
の
あ
り

方
や
経
費
削
減
の
手
法
な
ど
に
つ
い

て
議
論
い
た
だ
い
て
い
る
最
中
で
す
。

　

一
日
当
た
り
１
１
１
人
の
入
院
患

者
と
２
０
８
人
の
外
来
患
者
が
お
ら

れ
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
過
疎
地
域
に

お
け
る
地
域
住
民
の
命
と
健
康
を
守

る
と
い
う
自
治
体
病
院
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
き
た
西
城
市
民
病
院

で
す
。
経
営
改
革
を
行
う
中
で
、
経

営
の
健
全
性
の
確
保
と
経
営
効
率
化

を
図
っ
た
上
で
、
将
来
的
に
も
継
続

し
て
地
域
医
療
が
守
ら
れ
る
病
院
と

な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
検
討
委
員
会
の
委
員
の
皆

さ
ん
に
よ
っ
て
、
具
体
的
な
経
営
改

革
の
手
法
な
ど
を
ご
審
議
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
委
員
会
の
審

議
結
果
を
参
考
と
し
、「
経
営
改
革

プ
ラ
ン
」
の
策
定
を
本
年
中
に
取
り

ま
と
め
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

保健医療課の西田英司課
長に、西城市民病院の課
題と今後の見通しについ
て伺いました。

課長に直撃　
識者の意見 医療関係団体を代表して経営改革検討委員会に

参加している２人に話を聞きました。

社会福祉法人西城福祉会

代表　土
ど い

井　一
はじめ

さん

これからの
地域医療を考える会

代表　国
くにかみよしあき

上美明さん

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
住
民
が
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

西
城
市
民
病
院
は
公
設
公
営
で
継

続
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

理
由
は
全
国
的
な
医
師
不
足
の

中
、
中
山
間
地
域
で
は
民
営
化
す

る
と
、
ま
す
ま
す
医
師
の
確
保
が

で
き
な
い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

医
療
と
福
祉
、
保
健
が
一
体
と
な
っ

た
地
域
包
括
医
療
を
学
べ
る
公
設

公
営
は
、
医
師
に
と
っ
て
も
魅
力

的
な
は
ず
で
す
。
医
師
が
確
保
で

き
な
い
と
、
次
第
に
規
模
を
縮
小

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
り
、
経
営
状

況
が
悪
化
し
て
き
ま
す
。

　

現
在
、
赤
字
経
営
に
な
っ
て
い

る
の
は
、
90
日
以
上
の
長
期
入
院

患
者
の
受
け
入
れ
や
、
健
診
や
救

急
医
療
な
ど
不
採
算
部
門
を
や
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
は
儲
け
に
な
ら
な
く
て
も
、

地
域
住
民
に
と
っ
て
は
必
要
な
医

療
で
す
。
民
営
化
す
れ
ば
、
不
採

算
部
門
は
削
ら
れ
、
診
療
所
に
な

る
で
し
ょ
う
。
１
０
０
人
以
上
が

勤
務
す
る
西
城
市
民
病
院
が
な
く

な
る
と
、
医
療
従
事
者
は
市
外
に

流
出
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
地
域

経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
ま

す
。
ま
た
、
安
心
で
き
る
医
療
機

関
が
あ
る
と
い
う
の
は
定
住
条
件

の
重
要
な
要
素
で
、
西
城
市
民
病

院
の
あ
り
方
に
よ
っ
て
は
過
疎
化

に
も
拍
車
が
か
か
り
ま
す
。

　

多
少
の
痛
み
は
伴
っ
て
も
、
経

費
節
減
な
ど
病
院
が
や
る
べ
き
こ

と
を
し
た
上
で
、
こ
れ
か
ら
も
市

は
あ
る
程
度
の
財
政
支
援
を
続
け

て
地
域
医
療
を
守
っ
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

公
も
民
も
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
公
設
公
営
で
や
っ
て
き

た
結
果
が
赤
字
で
、「
今
の
ま
ま
で

は
い
け
な
い
」
と
い
う
の
が
多
く

の
人
の
共
通
し
た
認
識
だ
と
思
い

ま
す
。
委
員
の
中
に
は
「
西
城
市

民
病
院
の
利
用
者
の
大
部
分
が
西

城
地
域
の
住
民
で
、
そ
こ
に
毎
年

1
億
5
千
万
円
の
税
金
が
投
入
さ

れ
る
の
は
納
得
で
き
な
い
」
と
い

う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
体
質
的
に

疲
労
し
、
過
疎
の
町
に
合
わ
な
い

規
模
と
な
っ
て
お
り
、
診
療
科
目
、

ベ
ッ
ド
数
、
人
件
費
、
経
営
形
態

な
ど
を
見
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。

　

特
に
人
件
費
の
抑
制
は
、
ど
の

経
営
形
態
に
な
っ
て
も
避
け
て
通

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
場
合
、民
営
化（
指

定
管
理
者
制
度
）
し
た
方
が
や
り

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
民

営
化
す
る
と
い
っ
て
も
、
受
け
皿

の
問
題
が
あ
り
、
現
在
想
定
さ
れ

て
い
る
庄
原
赤
十
字
病
院
も
簡
単

に
は
引
き
受
け
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

ど
う
し
た
ら
引
き
受
け
て
も
ら
え

る
の
か
、
具
体
的
に
議
論
を
詰
め

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
地
方
公
営
企
業
法
の
全

部
適
用
や
、
指
定
管
理
者
制
度
に

よ
る
公
設
民
営
な
ど
経
営
形
態
の

見
直
し
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
ま

す
が
、
新
し
い
民
営
化
の
カ
タ
チ

と
し
て
社
会
医
療
法
人
制
度
を
研

究
し
て
み
て
は
と
思
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
専
門
的
な

議
論
を
継
続
的
に
行
う
場
を
設
置

し
、
行
政
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
で
、
地
域
医
療
の
あ
る
べ
き
姿

を
描
い
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

主な検討事項

動態財務分析による推計からみる改革の視点

経営形態の見直し（比較）
市が財政支援できる
公設公営を

幅広い
経営形態の研究を

西
にしだ

田　英
えいじ

司課長
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